
都市計画唐国町四丁目地区地区計画を次のように決定する。

１．地区計画の方針

唐国町四丁目地区地区計画

和泉市唐国町四丁目地内

約4.0ha

地区計画の目標

　本地区は、都市計画道路泉州山手線沿道に位置し交通の
要所であるとともに、近隣のトリヴェール和泉西部地区の
研究開発地域、テクノステージ和泉の多様な産業が集積さ
れた産業地域及び阪和自動車道岸和田和泉インターチェン
ジなどに至近なことから、これらの立地条件を活かし、周
辺地域とあわせて産業地区として本市の産業全体の高度化
と活性化を牽引することが見込まれる地域である。
　周辺には、大型商業施設があることから、交通負荷に配
慮しつつ良好な都市基盤施設の整備を行うとともに建築物
等の適切な規制・誘導を行い、周辺市街地環境と調和した
緑豊かな環境にやさしい流通施設を中心とする市街地の形
成を図ることを目標とする。

土地利用の方針

　流通機能を計画的に配置する。
　また、周辺地域への配慮から、地区内において緑化を行
い、緑豊かな市街地環境の形成に努める。
　雨水排水施設として調整池等を配置する。

建築物等の整備
の方針

　周辺環境と調和した緑豊かで環境にやさしい流通施設の
立地する市街地の形成を図るため、建築物等の用途の制
限、形態又は意匠の制限、かき又はさくの構造等に留意し
て整備を行なう。
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南部大阪都市計画地区計画の決定（和泉市決定）（案）



細区分の名
称

流通サービス地区

面　　積 約4.0ha

建築物等の
用途の制限

準工業地域内に建築することができるもののうち、次に掲げる建築物は建築してはならない。
（1）住宅
（2）住宅で事務所、店舗その他これらに類する用途を兼ねるもの
（3）共同住宅、寄宿舎及び下宿
（４）畜舎（ペットショップ又は動物病院に附属するものを除く。）
（５）建築基準法別表第２（へ）項第６号に掲げるもの
（６）建築基準法別表第２（り）項第２号に掲げるもの
（７）建築基準法別表第２（ぬ）項第３号に規定する工場（流通業務施設における金属板、金属線又は紙の切断、木材の
引割りその他これらに類する物資の流通の過程における簡易な加工の事業に供するものを除く。）
（８）建築基準法別表第２（ぬ）項第４号に掲げるもの
（９）「風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律」（昭和２３年法律第１２２号）第２条第１項及び同条第６項
から同条第10項に掲げるもの

建ぺい率
６０／１００

（用途地域に関する都市計画）

容積率
２００／１００

（用途地域に関する都市計画）

建築物の敷
地面積の最
低限度

壁面の位置
に関する制

限

建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から道路境界線、地区境界線又は隣地境界線までの距離は、次のとおりとす
る。
ただし、計画図に表示しない境界部分においては、壁面位置の制限を適用しない。
１．計画図に表示する道路境界線及び隣地境界線については３ｍ以上とする。
２．計画図に表示する地区境界部分については６ｍ以上とする。

緑化率の
最低限度

敷地面積の２０％

建築物等の
形態又は意
匠の制限

１．建築物等の外観は周辺の環境との調和に配慮するとともに建物等の配置や植栽等修景にも配慮するとともに、屋
根の色、壁面の色は周辺と調和する落ち着いた色彩とする。

２．敷地内の広告物又は看板（建築物に設置するものを含む）は自己の用に供するもの（大阪府自家用広告物許可基
準で定義されたもの）に限定するとともに次のいずれかに該当するものを設置してはならない。
（１）屋上に設置するもの
（２）周辺の美観・風致を損なうもの

かき又はさく
の構造の制

限

計画図に表示する道路に面する敷地の部分（門柱、門扉、車庫の部分を除く）に、かき又はさくを設置する場合は、次に
掲げるものとしなければならない。
ただし、道路境界線から幅2ｍ以上の植栽帯を設ける場合はこの限りではない。
１．生け垣
２．透視可能なフェンス等を設置する場合で上記と同等の機能を有するよう植栽により補完されたもの。
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　区域、地区整備計画の区域、地区の区分及び壁面の位置の制限は計画図表示のとおり

２．　地区整備計画（唐国町四丁目地区）

建築物等の高さの限度は30ｍとする。
ただし、階段室、昇降機塔、装飾塔、物見塔、屋窓、その他これらに類する建築物の屋上部分の水平投影面積の合計
が当該建築物の建築面積の8分の1以内の場合においては、その部分の高さが5ｍまでは当該建築物の高さに算入し
ない。



 

理    由 

 

 

 本地区について、市街化区域及び市街化調整区域の区域区分の変更にあ

わせて適切な区域を設定し、計画的な土地利用を促進するとともに、良好

な都市基盤施設の整備とあわせ、建築物等の適切な規制・誘導を行い、周

辺市街地環境と調和した緑豊かな環境にやさしい流通施設を中心とする市

街地の形成を図るため、本案のとおり地区計画を決定しようとするもので

ある。 
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地区計画区域・地区整備計画区域

既設道路（隣地敷地内通路含む）

壁面位置を制限する境界線（3ｍ以上）

壁面位置を制限する境界線（6ｍ以上）
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別紙様式 

 

意 見 書  

 

 

和 泉 市 長  辻 宏康 あて 

 

 私は、令和 7 年 5 月 13 日から同月 27 日まで縦覧される南部大阪都市計画地区計

画（唐国町四丁目地区地区計画）の案について、下記のとおり意見書を提出します。 

 

令和 7 年 5 月  日 

 

１ 氏名 (名称 ) 

 

２ 住   所 

 

３ 電 話 番 号 

 

４ 利害関係の内容 

 

５ 意見の要旨及びその理由 

別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 



（別 紙） 
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